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Pick up記事

今、注目の研究者たち
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CASE03 ／ 藤原 康宣教授機械・知能系

CASE04 ／ 渡邊 崇教授化学・バイオ系
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タクシー｜一ノ関駅より10分 約1,500円
自 動 車｜東北自動車道一関ICより10分



ごあいさつ

一関工業高等専門学校は、豊かな自然と優れた文化の下、地域の皆様のご協力を賜りつつ、開
学以来60年にわたり多くの優秀な技術者を育成してきました。
地域共同テクノセンターは、地域産業の活性化ならびに本校教育研究活動の高度化を目的とし

て2006年に高度生産技術教育研究センターから改組・設立されました。日本でも有数の自動車関
連企業および電子部品製造企業の集積地である岩手県の特性を踏まえ、地域共同テクノセンター
は、岩手県、一関市および（公財）岩手県南技術研究センターなどの関係機関との協働で地域企
業の技術力の向上と発展に貢献してまいりました。以下がその一例です。

【自動車関連産業に係る産学官の協働】
北上川流域の中核産業である自動車関連産業の高度技術者育成を目的として、2022年度岩手県

より委託された「北上川DX推進高度人材確保促進事業」等により、「次世代モビリティハイス
クール（高校生対象）」、「次世代モビリティカレッジ（大学生・高専生対象）」、「次世代モ
ビリティラボ（企業との共同研究）」を実施し、全県的に幅広い層を対象とした人材育成を展開
しています。

【一関市との協働】
一関市と2011年度より企業人材育成事業を連携して実施しており、技術的な内容以外にも「技

術経営」や「品質工学」などの最新のコンテンツも取り入れ、地域企業の皆様より好評を得てい
ます。

【地域企業との連携】
本校は地域企業と連携した学生教育にも力を入れており、地域企業開発のEV教育キットを活用

した実践的ものづくり教育を2018年より本格的に実施しております。その成果は、本校自動車部
（岩手連合学生フォーミュラチーム）が全日本学生フォーミュラEVクラスにおいて2016年には総
合優秀賞を受賞した実績にも現れています。

【TOLIC加盟企業との連携】
2022年度より「東北ライフサイエンス・インスツルメンツ・クラスター（TOLIC）*」の加盟企

業と連携して、企業が抱える課題の解決に学生が取り組む「課題解決型地域インターンシップ」
を実施しています。このインターンシップは実践的かつ学生のモチベーションを高めるカリキュ
ラムとして極めて教育効果が高く、産学官連携による学生教育は本校の大きな資産です。

* 東北・岩手を基盤とするライフサイエンスの事業化連携体

デジタルトランスフォーメーション（DX）の急速化や生成AIの登場など、私たちは社会状況の
激変に直面しています。こうした中でも本校は常に時代の技術レベルに即した装置・機器の整備
につとめております。また、質の高い地域連携活動の実践を目的として、2023年度より地域共同
テクノセンターの改組に着手し、組織の改善も常に行っています。
本校は教育研究活動の高度化を図っており、未来においても地域のイノベーションプラット

フォームとして多くの皆様のご要望にお応えできると確信しおります。本センターでは、実践的
な学生教育の展開と地域産業の発展を同時に実現することを揺るがない指針として活動してまい
ります。今後とも皆様からの厚いご支援とご協力を賜りますようお願いいたします。

地域共同テクノセンター長
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https://www.ichinoseki.ac.jp/techc/files/mousikomi.pdf
TEL:0191-24-4704 MAIL:s-somu@ichinoseki.ac.jp
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